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、収拾か蹴症かグ

, .. ・，

A中嶋東京外国路大学教授

米ソ対立のエスカレートは

あるか

中嶋 永井さんは1年間ノ、ーバー

ド大学に滞在し、 帰国されたばか

りですが、 大韓航空機事件をどう

みますか。

永井 こういう事件が起きると必

ず陰謀説が出てくるが、 そんな計

画的なものではない。 想像もでき

ない人聞の�かさ、 ク ラウセ’ビッ
ツカず のフリクション勿 とE乎んだ、

偶発事、 思いもよらぬミ スの重な

り、 人聞の失敗とか誤算の表われ

だろう。

アメリカで聞いた説では、 今度

の事件の背景にはK G BとJfLの対

立があった。 K G B出身のアンド
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ロポフはどちらかというと現実主

義者でインタナショナリ ストであ

り、 米国とのI NF（中距離核戦
力）交渉などで、 少し緊張緩和へ

持っていこうという空気があっ

た。 それをよからず思っている軍

部が、 いっちょうやってやれと・・

この説なども全〈 根拠はない

のだが、 とにかく背景として窓部

とK G Bの対立、 軍部の官僚機構

化、 モ スク ワとのコミュニケーシ

ヨンの悪さ、 狂気じみた安全保障

優先主義は指摘できる。 もちろん

大韓航空機側に決定的なミ スがあ

った。 そういういろいろな偶発事

がmなって起きた事件とみていい。
中嶋 偶発的な要ぷの恐ろしさを

示したむのとす ると、 クライシ

米ソ新 j�j'l jil/.の起源は経済位械

にある。 米ソ11l1j IE］とも刺リに

サ るのは＇• I ( ·,1.i 1 1託業だけ。 ア メ

リ力の対＂r.t主術Jt助はそのは

けl lだ。 その＂1 IE］は米ソをlri]

H年に利川寸る！慌て む慨をも

てj些弓、，也 大 いiiのf<i j�は さ わと

いJ,.j 1f1iに人づてきた。 そのは

さまでわか，1, .;·;·m政椛lよ 戦

後 日本の繁栄を主えた 1 1 i川ト

クトリンをかなぐり抗てた。

事＇lr.fl！［念を彫J�することも必く。

ス ・ マネジメント （危機管理）と
いわれるものに、 はたして信頼が
置けるのかどうか。 やってみなけ

ればわからない、 ゃったときに思

わぬ誤算が起きるという恐ろしさ

を 今度の事件はみせつけた。

永井 マーフィの法則というのが
アメリカですごくはやっている。

失敗する可能性があるときは必ず

失敗する、 という、 なんだかあた

りまえみたいなことだが、 これが

マネジメントの問題として盛んに

いわれている。 つまり欠陥だらけ

の労働者を前提にして、 これだけ

の確率で失敗が起きるということ

を計算し、 それをコストのなかに

入れて管理する。 アメリカ人はビ

ジネ スてeむ軍弓Eて・も、 ク ライシ ス

の スリルを、 悪くいえ！；！：＂楽しむと

いうところがある。 これは日本の

行き方とは対照的て·， B本はク ラ

イシ スの発生自体が管理の失敗な

のであって、 最初から欠陥商品が

出ないような管理体制づくりをす
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日間アフリカ

る。 そういう意味でも、 おっしゃ

るように、 今度の大緯機事件はい

ろいろな教訓を含んでいる。

中嶋 これが米ソの緊張をはら

む、 あるいはデタント という治在

性をもちながらも、 非常に緊張し

かかった時期に起こった偶発事件

だとすると、 この事件の反応をベ

ースに今後の米ソ関係を展望する

と、 見誤ることになる。 レーガン

政権のごく近いところで指命され

た、 スポークラフト委員会という

のが、 この4月に80年代後半の米

ソ後戦略に ついての報告を出し

た。 これをみると、 当面はソi阜の

中距離核戦略に対処していかなけ

ればならないが、 80年代後半には、

アメリカもソ連に対する当面の核

の劣勢を回復した暁には、 米 、ノ軍

縮の方向にいくという ニ ュ アンス

がある。 だとすると、 大韓機�J�件

が米ソ新冷戦のなかに含まれてい

た緊強緩和の方向を、 決定的に駄

目にするのかどうか。
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永井 結論的にいうと、 駄目には

しないでしょう。 レーガン大統領

にとって痛しかゆしということは

ある。 I >: F交渉が行なわれてい

るし、 米ソ首脳会談の話も出てい

た。 選挙前のそういうハト派的努

力を一時頓挫させたという意味

で、 外に対しては打撃だが、 圏内

的にはソ連の合成を改めて認識さ

せることで、 議会lこ：＼IXなど巨大

な箪事予算をめませることにはプ

ラスになった。

特に、 パーシングHは、 米陸軍

の管轄で、 陸軍唯一の妓ミサイル

だ。 絶対手放す気がないと、 スタ

ン レー・ホフマンも強調していた。

これは初耳だった。

レーガンのいちばんの誤算は、

米ソ外相会談を取りやめるほどソ

述を激高させたことである。 そう

いうことを考えると決して楽畿は

できないが、 長期的には歩どまり

ははっきりしているので、 米ソが

このままどんどんエスカ レートし

り

／ 
／ 

ノーラけ滞
ていくことはありえない。

米国経済一一新冷戦の起源

中嶋 その場合、 アメリカをして

対ソデタントの方向に向かわしめ

る、 根本的な要因は何だろう。

永井 圏内の経済だ。 アメリカの

峨後外交政策には、 カJこは力をと

いう対称的対応と、 カに対しては

う回して経済やリンケージ（経済

と軍事の）でいこうという非対称

的な対応が、 サイクルを抱いてい

た。 このアメリカの外交政策本来

のサイクルからいうと、 今は共和

党の時代で非対称的対応に移らな

ければいけない時期にあたってい

るのに、 反対の方向にいっている。

つまりサプ ライサイドを採用し、

アイセ・ンハワ一時代のような均衡

予算を目指しながら、 軍事におい

て徹底した拡張政策をとるという

大きな矛盾を犯している。

はたしてこれはアメリカの戦後
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外交政策の根本的転換を意味する
ものだろうか。この問題について、
冷戦研究の若手の第一人者で、 海
軍大 学の教官もやったことのあ
る、 どちらかというとタカ派に属
するジョン ・ ルイス ・ ギャーデス
が、 最近書いた『封じ込め政策の
戦略jという本の中で、 ひとつの
明快な答を出している。 対称的反
応、と非対称的反応のサイクルを決
定しているのは、 ソビエトの出方
ではなく、 全〈アメリカ国内の経
済問題だというのだ。 ソビエトが
軍事力を強化したとか、 アフガニ
スタンに侵攻したとか、 そういう
ことにはなんら相関していない
と。 現時点でいえば、 アメリカ経
済が不援であるかどうかという問
題にむしろ関係してくる。
一一現在の景気回復は見せかけだ
と？

永井 短期的にはうまくいきそう
にみえるが、 多くの経済学者が決
して根本的に成功したわけではな
いといっている。 大幅減税と箪事
支出地で一時的に景気回復へ向か
っただけだ。アメリカは一貫して、
ペンタゴン（国防省） を通じて経
済を動かそうとしてきた国で、 い
ま議論されている日本的なきめこ
まかい産業政策など持ち合わさな
い。 ましてやアメリカの産業構造

は、 サービス化が進展し、 製造業
のウエートが減ってきている。 レ

ーガン大統領としては、 結局ペン
タゴンを通じて軍司王予算を投入し
てハイテクノロジーを育成し、 そ
の力でアメリカを再工業化する以
外にない。

ソビエト側にもアメリカ以上に
そういう事情があって、 実は箪産
複合体が経済の根本にピルトイン
されているという点では、 米ソ両
体制の体質は非常に似通ってい
る。 軍産複合体、 この言葉は左翼
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用語に思われているが、 最初に使
ったのはアイゼンハワーだ。 これ
を長期にわたって維持していくこ
とは米ソ両超大国に共通した関心
なのであり、 それが現在の新冷戦
の才艮j僚にあると思う。 このまま10
年、 20年と冷戦が続いて、 米ソの
寧産複合体の既得権益が拡大し、
やがてそれをワークさせなければ

ならない時点までくれば、 必ず両
超大固め破産という危機に至る。
日本の経済力だけがfrj1びていく。
そうなると米ソ共通の脅威は日本
だということになる。

米ソ対立のホ歩留り。 とは

中嶋 ソ連のj�IJもSS20なんてい
う、．中途半端なミサイルを開発し
てしまったのは、 ソ連軍産複合体
のなせるわざといえそうだ。
永井 アメリカ本土には届かない
が、 ヨーロッパだけは射程にはい
るという－－－－。
中嶋 しかもヨーロッパは、 明ら
かに対ソデタントを求めている。
たとえば西ドイツの場合など、 西
シベリアからの天然カ・ス供給を、
今後の経済発展の柱にしているこ
とが、 ドイツに行ってみてつくづ
くわかった。 にもかかわらずソ連
の側が、 中距離核で西欧に緊張を

惨
ー蓮託金？ 一一
5月27日 中曽

根首相65愈の磁
生日を干兄ってく 』I ,
れたレー ガン米 ‘．

． 大統領

す。 矛盾を分っていながらや州ら
れない。 つくってしまった兵制は
なんとか使い、 メンテナンス剥る
だけでなく、 増強しなけれ5なIら
ない。 アメリカ自身も、 いままで
のように、米ソ対称化を求めて、次
々にカを拡大していくこと．ま限j界
になっている。 両方が同じよう｜な
ジレンマに陥っている。

ソ速の場合は外交の矛盾と桂伊
困難に加え、 80年代後半以降、
部の統合という問題がいろ 、ろ｜な
かたちで出てくると予想される
ロシア民族の数が相対的に少なK
なる。 少数民族問題とか、 、ち！ま
んパルネラプル（ぜい弱な な区
内地域が、 はたしてクレムjン
指簿のもとに統ーされ続けるのか
どうか。 相次ぐ亡命などに現われ
ているように、 硬直した現(Eのレ
連社会から離脱しようとするソ控
国民の圧力は高まりつつある。 い
ってみれば、 ソ連社会内部のポ
ランド化現象がどんどん進～でい
くと思う。

レノ〈ノンとかアフリカ、 中米
どは確かにいま非常に流動的な
所ではあるが、 自国の存在を犠
にするほどコミットしたくない
いうのが米ソの本音だろう。 fご和
らレバノン紛争にアメリカはも



すごく介入してみせたが、 短期間 いえるような、 原則主義者が再び

で停戦にもっていかざるをえなか

った。中米で砲緩外交を繰り広げ、

ちょっと威圧してみせもしたが、

顔を出してきている。 そういう連

中が書記局中心に、 体質的にはク

レムリンと近いような政治体制を

あれが限界で、 ラテン ・ アメリカ 作っている。 いまの郡小平・胡織

に対するアメリカの影押は相対的 邦指導部は親ソ的てがないまでも、

に落ち込んできているのが現実 かつてのようにソ連と事を構えよ

だ。 中南米をもういっぺん自分の

裏庭として整えるだけのカは、 ア

メリカにはない。

永井 だからこそ中米問題の解決

のためにキッシンジャーを起用し

た。 キッシンジャーこそデタント

の提唱者で、 レーガンのまわりに

いる最右翼の連中からみれば、 最

大の敵なのです。 それを据えたと

いうことは、 いい加減なところで

歩どまりを求めたいという本音の

現われといえる。

米中か中ソカ、

中嶋 米ソ関係の基調が一定のデ

タント、 軍縮という方向を含んで与

いるとすると、 一方でみ国際政治の

戦略的かけ引き、 角逐が今後ます

ます増幅していくと思う。 それは

中国をめぐる動きにすでに現われ

ている。 米中ソ3極といっても、

中国に3極のひとつを担う力など

ないのだが、 アメリカにも日本に

も、 中国がソ連とくっついてもら

っては困るという意識がものすご

くある。 そこから米中日の反駁権

連合みたいなものが1970年代にで

き上がったが、 そのとたんに緊張

はむしろ激化した。 ソ連は過剰防

術本能があるから必要以上に刺激

を受けて、 極東での軍事力増大に

走った。

そのときに中国が一貫してソ連

と敵対するというならともかく、

中国もしたたかだから逆に中ソ接

近という切札を使い始めた。 最近

の中国は、 赤い食族の独裁体制と
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うという意識はない。

白米といっしょにソ連脅威のこ

ぶしを振り上げた中国自身、 こぶ

しを下ろしてしまった。 アフガニ

スタン危機のときには、 中国は中

ソ事務レベル会談をキャンセルし

たが、 大韓機事件のあとはちゃん

と予定どおり行なっている。 国連

におけるソ連非難の投票も、 中国

は西側の予想、に反して棄権にまわ

った。 日本やアメリカと同じ立場

ではないということをはっきり示

した。

これに対しアメリカは外交、 内

政両面での弱点を補う必要から、

日本や中国を戦略的に取り込むこ

とを考えている。 これまで以上に

チャイナ ・ カードを利用しようと

するだろう。 ワインパーガー訪中

を契機に、 いよいよ中国に対して

技術供与に踏み切る。
ところがここへきてアメリカの

内部に、 対中政策をめぐってある

極の分裂が出てきていることも見

逃せない。 キッシンジャー、 へイ

グあたりのラインを引き継ぐ連

中、 つまり中国は戦略的に利用価

値があるのだという見方と、 あま

り中国を利用すべきではないとい

う見方に分かれてきた。

こういう事態の変化のなかで、

米中ソのゲームはいま新しい局面

にはいっていこうとしている。幸L

は従来から中ソ接近説で、 まだま

だ中ソ接近は始まったばかり。 こ

れからかなり拡大すると思うのだ

が、 最近は中ソ接近には限界があ

るという見方が多くなって、 私は

§j岨[2j
E圏直
圃圃

御利用の際はFileのものを
ご持参くだ凱、。

。ゴルフ場会員券
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孤立してしまった。

意外に強い米中関係

永井 このl年、アメリカでも中
ソ和解の問題がしきりに論じられ
ている。昨年11月4日のニューヨ
ーク・タイムズに載ったウィスコ
ンシン大学のエドワード・フリー
ドマンの論説が、アメリカの平均
的な中国研究者の意見を代表して
いると思う。その言命旨l立、『中ソ同
盟はカードにないjという表題が
示すとおり、中ソ接近はあくまで
限定的なものであり、同盟はあり
えない。 モスクワが北京に多少接
近する態度を示してきたのは、米
中関係を分裂させようという意図
である。 第三世界や台湾に対する
政策は米中間で違いがあり、 摩擦
を起こしているが、 基本的には米
中関係は、ソ連が想像するより、
はるかに歴史的、 文化的、あるい
は経済的に密接でい、そう簡単には
筈I］れないという結論だ。

中嶋さんの意見にいちばん近い

...大勝機穆堕司E件直後にもかかわらず中ソ外務次官級会談は行なわれた一一 9月 日
日 カピッツァソ連外務次官（左）と呉学総中圏外交部長

ている。中ソの聞には共通利益が
たくさんある。 だから中ソ接近は
これから、アメリカ人が思ってい
る以上に進むかもしれない。しか
し、それはあくまで限定したデタ
ントであるというのがホワイテイ
ンク’の意見だった。 この意見を除
いては、アメリカのほとんどの中
国研究者は、中ソは一時和解した

はどこかへ飛んでしまう。 そうや、
う危機意識が中ソ関係など．二今阪
大きく出てくるのではないか。

戦後主流派外交の否定

一一中曽根外交のl年をどう評価
しますか。

ようなセ’スチャーを見せても、ま 永井 簡単にいうと中曽根首 相
た深刻！な対立になるとみている。 は、吉田ドクトリン以来のB本
中嶋 どうもアメリカの中国に対 主流派外交政策を根本的に変え
する認識は甘いのではないか。ひ
とつには米ソ関係が悪いので、中
国に対する過剰な期待がある。 日

のはアレン・ホワイテイングだろ 本はそういう期千寺は、これまでに
う。私と話し合ったとき、彼が強 裏切られたりしているからまださ
翻していたのは、 要するに中国に めたところがあるが、アメリカの

うとした。 吉田ドクトリンは経情
合理主義とか、いろいろな言葉h
呼ばれているが、まず日米安保は
安全保障のためではなく、軍事
を節約するためだという論理を使
った。圏内的には軍事力ではなw、

いま起きているのはナショナリズ
ムであると。脱毛沢東化によって
巨大な精神的杢白が圏内に生じ
た。それを埋めるのは現在のとこ
ろナショナリズムしかない。 その
だしにイ変われたのが教科魯問題で
あり、台湾政策であり、ソ連カー
ドである。 日本人にわかりやすい
言葉でいえば米ソ双方に対して等
�e離外交をとろうとしている。

しかし一方でみ、中ソとも国境の
軍事力を削減したいと思ってい
る。ソビエ卜は労働力が不足して
いるので、少しでも重工業のほう
へ回したい。シベリア開発で多少
とも中国と協力したいとさえ思っ
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中国との関係はフレッシュで、ま
だハネムーンの状態だ。
永井 しかしさっき中嶋さんがい
ったように、中国というのはそん
なタマではない。 とてもマニピュ
レート（遠隔操作）できるような
存在ではない、という印象のほう
が私は強い。
中嶋 現状はいまのとおりだが、
これからはもっと中ソ関係はいろ
いろな面で、交渉を深めていくと
思う。要するに社会主義が共通に
もっている根本的な矛盾なり、ジ
レンマのゆえに、 相互補完してい
く関係が出てくるのではないか。

を使い、右のゴーリスト（ドゴ
ル主義者）む左の非武装中立論同
平和主義者など、 自主独立を標t!.'
うする勢力を慰燥した。

そしてアメリカに対しては、
本の軍事負担を高めて経済を駄
にすれば、日本は共産化しますム 、
という、、弱者の恐喝Hを行なっん。
同時に、 日本がソビエ卜に対す
抑止力になるような軍事力をつら
たら、 日本軍国主義の復活とい
れるに決まっていた。とくに、
ーストラリア、ニュージーラン
を含む、東南アジアの旧イギリ

中国社会が今のような調子で西欧 植民地に、短烈な反対があった
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日本はこの内外のクロス・ プレ
ッシャー（交差圧力） を徹底的に
利用した。 だから吉田ドクトリン
というのは、 実に長距離的な、 い
ろいろな矛盾した要紫の妥協のう
えに成立した強じんなドクトリン
なのです。 だからこそ今日まで35
年間も続いてきた。 しかし日本が
経済大国になった結果として、 こ
ういう 、、弱者の恐喝仰 は効かなく
なった。 そして別のジレンマが出
てきた。

つまり日本経済をよくするため
には、 内誌を拡大しなければなら
ない。内需を拡大しようとすれば、
再びケインズ政策ということにな
るが、 これは巨大な累積赤字をさ
込にふくらますことになる。 行革
の原理と矛盾する。 従来のように
輸出拡大によって景気を刺激する
ほ かないが、 保Z盟主義が世界中に
台頭してきて、 この面でも制約が
出てきた。 経済における二重のト

で、 あとからいい出したことなん
だ。 ほんとにやる気はない。 中曽
根が考えた唯一の突破口は、 00ま
しいことをいって外に受けること
だった。 外の評判がものすごくよ
かった。 いままでの日本の政治家
にないようなリーダーシップを発
期した、 と。 これは大変な誤解な
んだけどね。

ところがアメリカから帰ってき
たら早くも風向きが変わって、 ア
メリカのほうがあわてた。 今度は

サミットで中曽根を慰撫し、 レー
ガンと並んで写真をとらせ、 その
写真をふれ回って日本のナショナ
リズムをくすぐった。 それが参院
選挙に勝った理由だし、 中曽根人
気を高めることに役立った。

中曽根も今のところは一応成功
している。 見せかけでも、 口約束
でもいいから、 対外イメージをよ
くして、 そこを突破口になんとか
やる以外にいまのところない。 彼

レード・オフであり、 これを突破 の立場からして。 アメリカの側は
する道が見つからない。 中曽娘への期待が地大する一方
一一一規制の撤廃によって民聞の活 だ。 マンスフィールド大使などは
カを都市再開発などに誘導し、 そ そこを警告しているのだが。
れをテコに内需を拡大するのが、
その道だと政財界こぞって大合唱
を始めているが・ ・ ・－。

化けの皮がはがれるとき

永井 それは人気がなくなったの 中嶋 頼りがいのある日本の首相

... 
チャイナ ・ カ
ードを径るワ
インパーガー

米・国務長官
一一一 9月28白
亜日小平氏と

が出てきたというイメージは、 レ
ーガン 政権にとっても必要だっ
た。 それである意味では、 ごまか
しが隠ぺいされ続けてきたという
ことがいえる。 問題はごまかしで
はなく、 本当にやろうとしたらた
ちまち内政上の拘束がたくさん出
てくる。

機本的な外交理念に欠けている
と思う。日本人は割合に本能的で、
潔癖感があるから、 ごまかしは分
かる。 中曽根政権というのは好き
じゃない。 支持率はこのところ三
十数%に活ちている。 ツケは今後
の中曽根政権に及んでくる。 化け
の皮がはがれてきた代償は大きい
と思う。
永井 悶中判決を采I）越えて、 自
民党内をいくらかでも安定させ、
次の総選挙に勝ったら、 あとはア
メリカは仮借なくft�f求ffi-を突きつ
けてくるだろう。 いまはアメをし
ゃぶらせているのです。 いまアメ
リカが見放したらつぶれるに決ま
っている。 中曽根政権は唯一アメ
リカが支えているのだから。
中嶋 だからといってあわててご
まかしを是正しようとすると、 と
たんに、 そら、 中曽根はやっぱり
軍国主義者だ、 化けの皮がはがれ
たと、 中国がいい始める。 東南ア
ジアもいうでしょう。 日本のマス
コミがいうでしょう。

中曽娘首相はもともと非主流、
日本の政治理念からしても傍流に
あって、 権力の座につきたいこと
だけを数十年考えてきた政治家
だ。 だからこそ、 自分が政権を取
ったときに、 どうやって日本の政
治理念なり外交政策を論理化する
かという、一種の内部的な彫琢（ち
ょうたく）がなければいけなかった
のだが、 それなくして登場してき
た。 そのほころびが今後出て くる
危険性は大きい。
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